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＝14．383, p <．01）ことを意味している。また，学年別で言うと1年次生（ χ2
（3）＝18．065, p <．01）において，より資格を重視している割合が多いことが
わかる（表3）。一方，これから就職活動に直面する3年次生については，資










軽視群 61．5（ 3．8） 51．5（－3．8）
重視群 38．5（－3．8） 48．5（ 3．8）
1年次生 2年次生 3年次生 4年次生以上
軽視群 52．8（－3．7） 59．1（－0．7） 66．4（ 3．1） 69．0（ 1．8）
重視群 47．2（ 3．7） 40．9（ 0．7） 33．6（－3．1） 31．0（－1．8）
表2 性別クロス表
表3 学年別クロス表




















平方和 自由度 平均平方 F 値 p 値
学 年 3，932．005 3 1，310．668 3．280 ．021
性 別 1，885．517 1 1，885．517 4．719 ．030
学年×性別 1，031．820 3 343．940 ．861 ．461




















（38．01） －5．306 2．442 ．030
学年（ i） 学年（ j） 平均値の差（ i－j） 標準誤差 p値
1年次生
（40．58）
2年次生 2．63 1．717 ．419
3年次生 7．72 2．121 ．002
4年次生以上 10．13 3．430 ．017
2年次生
（37．95）
3年次生 5．09 2．225 ．102




（30．45） 2．41 3．710 ．915
表5 男女の資格重視度の差
表6 学年による多重比較




























性別 学年 平均値 標準偏差 N
男 性 1年次生 23．06 7．957 90
2年次生 20．14 8．683 95
3年次生 18．66 8．433 62
4年次生以上 16．58 9．436 19
女 性 1年次生 24．73 7．653 56
2年次生 24．00 7．240 30
3年次生 22．86 8．348 12
4年次生以上 22．86 9．512 7
総 和 1年次生 23．70 7．858 146
2年次生 21．06 8．495 125
3年次生 19．15 8．436 74
4年次生以上 18．27 9．689 26
性別 学年 平均値 標準偏差 N
男 性 1年次生 54．09 14．237 93
2年次生 56．79 13．325 70
3年次生 52．50 12．688 34
4年次生以上 54．73 16．686 11
女 性 1年次生 55．49 13．361 81
2年次生 57．75 14．934 40
3年次生 56．00 9．103 15
4年次生以上 80．00 1
総 和 1年次生 54．74 13．814 174
2年次生 57．14 13．871 110
3年次生 53．57 11．726 49
4年次生以上 56．83 17．502 12
表7 軽視群の記述等計量
表8 軽視群の記述等計量

















平方和 自由度 平均平方 F値 p値
学 年 979．306 3 326．435 1．742 ．158
性 別 776．390 1 776．390 4．144 ．043
学年×性別 559．560 3 186．520 ．996 ．395
誤 差 63，133．526 337 187．340























平方和 自由度 平均平方 F値 p値
学 年 663．005 3 221．018 3．246 ．022
性 別 597．453 1 597．453 8．776 ．003
学年×性別 131．257 3 43．752 ．643 ．588
誤 差 24，712．968 363 68．080




（23．314） －3．706 1．251 ．003
表11 軽視群の分散分析表
表12 軽視群における重視度の性差


















学年（ i） 学年（ j） 平均値の差（ i－j） 標準誤差 p値
1年次生
（23．70）
2年次生 2．63 1．005 ．045
3年次生 4．55 1．177 ．001
4年次生以上 5．43 1．756 ．011
2年次生
（21．06）
3年次生 1．92 1．210 ．390





















男 性 女 性
軽視群 重視群 軽視群 重視群
1年次生 49．2％ 50．8％ 40．9％ 59．1％
2年次生 57．6％ 42．4％ 42．9％ 57．1％








＊＊＊：p < ．01，＊＊：p < ．05
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ると考えられる。一方，論理的思考（ χ2（1）＝6．610, p <．05）や一般常識（ χ2






内定の決め手になる能力に目を向けると，独創性（ χ2（1）＝8．677, p <．05）
については特に3年次生，主体性（ χ2（1）＝9．239, p <．05）については，特に
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